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1997　京都・大学センター単位互換共同講義

　「環日本海アカデミック・フォーラム全体交流会議」参加者の皆様こんにちは。私は、

「第3回環日本海アカデミック・フォーラム全体交流会議」の開催にあたりお祝いを申し

上げるとともに、ご列席の皆様に、遠く韓国の釜山からご挨拶申し上げます。また、こ

のフォーラムが毎年このように続けて開催されるようにご支援下さっている京都府の

知事にも、感謝の言葉を申し上げたいしだいです。

　世界は今、一つのビレッジとして動いております。特に情報通信網の発達は人類を空

間と時間の束縛より解放し、個人と社会はより大きな関係のネットワークの中に属して

おります。このような流れの一つとして、環日本海の国と地域は、過去の不幸な歴史を

克服し、今は一つの新しい共同体を形成しつつあります。この地域での人的、経済的、文

化的交流が日々増加しているという事実が、これを証明しておりましょう。

　この新しい共同体を自由、平等、発展という不変的な価値の上に建設しようとすれば、

地域教育機関の積極的な参加が必要だと思われます。我が釜山大学では、立命館大学、東

京大学、大阪大学、九州大学、横浜国立大学などと交流しており、今後もこの諸大学と

の交流と協力を積極的に強化していくつもりです。そしてそれのみならず、我が大学が

属している釜山の地域社会が、環日本海を挟み形成しているこの新しい経済的文化的共

同体に積極的に参加できるように、社会的な役割も果たすつもりでおります。

　人類文化の発展に東アジアの役割が増大している今、環日本海の国と地域の市民たち

が集まり、地域発展と交流増大のための法策を話し合うことは大変意味深いことだと思

います。本日の集まりが建設的な討論と友好増進の場になることを願いながら、この場

に参加できないこの残念な気持ちを、改めて皆様にお伝えするところです。ありがとう

ございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　1998年 11月 20日　釜山大学総長　　　洙仁
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